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審   査   の   要   旨 
 
本論文で著者は、宿主の健康状態が腸内微生物叢に影響を与えるのではないかと考え、その
基礎として、腸上皮細胞と腸内微生物叢の相互作用を解析するために、同一の培養系内に腸
上皮細胞と微生物が共存して生育でき、培養中の微生物の増殖が把握可能な、腸管共生モデ
ル（共培養系）を独自に開発し、従来は困難であった腸上皮細胞と種々の微生物を共培養や、
共培養微生物の増殖挙動の把握に成功している。腸上皮細胞と微生物の共培養において微生
物の増殖挙動を簡便かつ経時的に把握できる培養系は国内外を通じてはじめてであり、新規
性、独創性は評価できる。また、開発した腸管共生モデルにより、腸上皮細胞の炎症状態に
応じて増殖量が異なる微生物が存在することを定量的に示すことに成功している。また、腸
上皮細胞と微生物を共培養することにより生じる問題の一つとして、共培養微生物による共
培養培地中に含まれる必須金属の吸着にはじめて着目し、モデルとして乳酸菌の金属吸着特
性を解析し、それを考慮した培地のデザイン法を提案している。上述の様に本論文で著者は、
腸上皮細胞と腸内微生物の腸管共生モデル（共培養系）を構築する際に基盤となる知見を得
ている。今後、宿主の健康状態が腸内微生物叢の変化を誘発するという新しい概念の提案に
展開することも期待できる。 
 
 令和2年1月16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結
果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
